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ダーパヴィノレ家の血の残影

一一Tessの死の意味するもの一一

太田藤一郎

I 

外界からしゃだんされた，狭い，限られた環境のなかで，貧Lくくらし

ている人達は，妄想にかりたてられ，婦女子を犯し，犯罪に情熱のはけく

ちを見いだした.多感な ThomasHardyは，少年のころ Dorchester

で犯罪者の処刑されるのを見て，恐怖にかられた.またある時は，彼の父

の投げた石が，凍え死にそうになっていた野兎に当り，殺してしまったが，

殆んど骨と皮になった野兎をつまみ上げたときの感触を Hardyは決し

て忘れなかった.不幸な出来事にたいして彼の感受性は敏感に反応した.

彼の時代は，古い農業生産様式の社会組織が崩壊して，新しい産業生産様

式の社会が誕生しそれまでイギリス人が疑いもなく受けいれていた宗教，

社会，政治をささえてきた従来の信念がゆさぶられ，人びとを結び、つけて

いた因襲的な紳が少しず、つ崩壊していった動揺，混乱の時代であった。す

なわち，

His range does not allow him to present the vast， varied pano・

rama of human life that we find in“War and Peace" or “L'Ed-

ucation Sentimentale." His scene is too narrow.1 

と DavidCecilが指摘しているように Hardyの小説の人物たちは，

狭い社会環境の中にとじこめられ，奇妙に親しい糸でつながれ，お互に交

渉を持ちあいつつ，神の救いをうることもなく， しだいに悲劇的終鷲にお
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ちこんでいく o Harvey Curtis Websterが，

Not only did he lose faith in Christianity; he aIso began to 

lose faith in the integrity of Christians.2 

と，言っているように，1865年頃の Hardyは，真面目であるが故に，愛

情や人間関係にたいしても，権力にたいしても，神にたいしでも幻滅感を

抱いたO

回 longafter he had lost all religious faith， he continued to 

read the Bible as Iiterature.8 

と Wi1liamR. Rutlandは宗教にたいする Hardyの態度を明らかに

している.27歳になるまでに，すでに信仰心を失った彼は，古い教義や，

超自然的なものの考え方にたいして公然と反抗し，キリスト教が美徳とす

る貞淑，哀れみ，けんそんといったものは，この宇宙では役立たないもの

となっているとの見解を持った.教会の内外では TheOrigin 0/ Species 

が読まれ，議論され，若者たちはこれを歓迎した.

. . the evolutionary hypothesis always remained fundamental in 

his philosophy.4 

と H.C. Websterが言っているように，この TheOrigin 0/ Species 

が，因襲的なキリスト教信仰を合理的に批判する緒を人々にひらいた.そ

れは Hardyの信仰を破壊した.人生にたL、する幻想、を失った彼は3 悲観

的な人生観を持った.

• . the world of respectable optimism suffers， without knowing 

anything about it， a considerable invasion from Hardy's world 

of tragic fatalism.5 
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Lascelles Abercrombieは Hardyのいだいた悲劇的な運命観が，楽観

主義にささえられ，自由主義思想をその信条としていた中産階級の社会に，

しだいにしんとうしていったことを指摘している.

人生にたいするHardyの悲観的な見解の根底にあるものは， 彼のメラ

ンコリイな性質らしい.感情が強かったが，知的な点では，彼は19-t!t紀の

自由主義理論の支配した新しい時代の人であった.

The Church itseH， and the religion for which it stood， had lost 

their hold upon a 1乱rgesection of the Eng1ish public.6 

このように，時代の中lこ生きる一人として，Hardy も宗教心を喪失して

いったことが指摘されている.教会の説く学説は，キリスト教徒の知性，

良心の中にその基盤を失った.宗教，性なと‘の問題にTこいする古い伝統的

な思想にたいして， Hardy は反対の立場をとる， いわゆる進歩的な思想

家の一人であった W.R. Rutlandが，

. . . the two dominant ideas were，五rstlythat the Primal Cause 

was Immanent in the Universe， not transcendent to it; and， sec-

ondly， that the individual human being was of very smal1 signi-

ficance in the scheme of things.7 

と，指摘しているように， Hardyの知性が把握したのは， この二つの思

想，即ち PrimalCauseと個人の smal1signi五cance である. キリスト

教の伝道者たちは，キリスト教の教えがもしも真実でないとしたら，人生

は悲'11であると説いている Hardyはこの意見に賛成した. キリスト教
の学説が真実であると， i度は考えることが出来なかった.キリスト教的希

望を信ず、ることは不可能であることを彼は悟った.ここから，彼の悲観的

な人生観が生れた.彼は彼の小説をとおして，彼の考え方を描ぎ伝えよう

とした. 彼の作品の悲劇は運命の悲劇である， と F.R. Southerington 
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は述べているように作品の人物たちは， わざわいの外的原因である自

然.運命，チャンスのつむじ曲りによって，また人聞の意思で左右出来な

い出来事によって，破滅したり，他者の罪のために苦しむのである.

そういう犠牲者の一人として Hardyが‘apure woman として哀

惜の情をこめて描いている田舎娘 Tessをとりあげ，彼女が先祖からうけ

ついだ血という観点から，披女の愛と嘆きの短かい人生を分析してみたい。

E 

五月の終りのある夕暮れp郷土史の研究に趣味を持っている牧師 Tring-

hamから，へんぴな山里 Mar10tt村に住む病弱な行商人 JohnDurbey-

五eldは， その昔ウィリアム征服王にしたがって， ノルマンディからやヮ

てきた，この地方の有名な騎士 SirPagan d'U rbervil1eの直系の子孫で

あって， Durbeyfieldは D'Urbervilleの転化したものであることを教え

られた.無知な Johnは， 家計の苦しさも忘れ， たちまち股様気取りに

なって，村の居酒屋にくりこむ. Johnに先祖のことを告げた人が牧師で

あることに重大な問題がある.世の人たちに心の平安を与えることを使命

としている牧師のこの不用意な言葉が， Johnの肉体の中にねむっていた

血を目覚ませ Tessの一家に不幸をもたらす第一の誘因になった.すな

わち，ここに形骸化した19世紀キリスト教が，先祖の血を無意識にうけつ

いでいた Johnの肉体の中に，昔の貴族ダーパヴィル家の自尊心を無責任

にもよみがえらせたことをみとめざるをえない Hardyは遺伝の学説に

関心をいだき，幾世代にもわたって続いてきた家系をたどり調べようとす

る.この家系追跡は Tessにおいても重要な要素となっている. H. C. 

Websterが， この点について，

in Tess heredity;[is :an import.呂ntand credible おctorin the 

heroine's development.9 
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と Tessにおける遺伝の問題を指摘しているように Tessは豊満な美

しさを母からうけついでいるが，父をとおして先祖の aslight incau回

tiousness of characterをうけついでいる.彼女が直面する苦境にたいし

て，誰からも援助の手がさしのべられなかったが，彼女は彼女の運命に勇

敢に抵抗している.彼女は自分の貞操を犯した Alecの金銭的な援助を拒

否し Alecの身勝手な考えを許そうとしない.これは彼女の血の中にひ

そむ自尊心の指令なのである.

近郷の農家の婦女子の貞操をじゅうりんし血を奪った，その先祖の悪

業の血をうけついだ彼女が，先祖の犯した罪障をあがなうことを Hardy

は描いている.そこにわれわれは，作者の応報と遺伝にたいする観念をみ

る.その結果，作品 Tessには，あまりにも血，あるいは血を象徴する赤

い色が，いたるところににじんでいることを発見する Tessの住む盆地

は，む「かし追いつめられて，殺されるところを，王によって赦された美

しい白い牡鹿が Thomasde la Lynd という男に殺されてしまったと

いう伝説を秘めた， ‘Forest of White Hart'とよばれる場所である.白

い牡鹿が赤い血を流して落命した物語に，われわれは Tessの運命的な血

の末路を予感さぜられる.また，白衣で踊る村の女達のなかで，苛薬の花

のように匂いたつ，表情ゆたかな，唇をした Tessは，髪に赤いリボンを

つけていて，被女と Angel との運命的つながりの条件が設定される.酒

に酔った父にかわって，蜜蜂の巣箱を町の市場にはこんでいくとき， Tess 

の御していた荷馬車は暁の郵便馬車と衝突し彼女は顔，衣服に，即死し

た馬 Princeの返り血をあびる.一家の働き手であった馬の死は，彼女の

一家をますます貧窮におとし入れる.彼女は責任を感じ，気のすすまない

ままに，運命の神にしばられたかのように，親戚の名乗りをして仕事を求

めるために金持の Stoked'Urberville家に出向いていく.この邸の実態

は，都会の成金商人がダーパヴィル家を搭称して，田舎に移り住んだ偽造

!日家なのである.彼女を迎えた Alec(Alexanderの縮小形一一一征服王
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Alexander the Greatに通じる)は早くも，

‘WelI， I'm damned t What a funny thing! Ha-ha-ha! And 

what a crumby girl!' 10 

と，肉感的な，美しい Tessの征服に心をおどらせる.こうして， 19世紀

の経済文明が生みだした Alecの不純な悪の世界と，田舎そだちの無力な

Tessの純粋な世界との戦いが開始される.

Tess Durbeyfield did not divine， as she innocent1y looked 

down at the ros巴sin her bosom， that there behind the blue nar-

cotic haze was potentially the 'tragic mischief' of her drama-

one who stood fair to be the blood-red ray in the spectrum of 

her young life.ll 

運命の神は，赤い血をささげなければならない Tessの悲劇的結末を暗示

している.彼女の悲劇は Alecとの関係からはじまる.彼女の胸に，帽子

に，寵にもあふれるほどのパラの花を，披女は Alecからあたえられ，身

体中ノミラの花でうずめられる.それは恐らく赤いノミラであろうし彼女の

生命の血がやわらかににおう青春の姿でもあった.彼女は胸にさしたノミラ

のとげで顎をさされるが， これは Alecによって貞操をうばわれる彼女の

将来を暗示するものである.

仕事を与えられ Alecの邸で生活する Tessが Chaseboroughの

縁日の夜，放蕩な Alecによって犯される.その場所は， ‘TheChase-

the oldest wood in England' 12 と書かれており， ダーノミヴィル家の末

えいの Tessが犯される場所が TheChase (猟場〉とは，まことに皮肉

である.指にダイヤモンドをきらめかす Alecによって象徴される都会の

経済力，物質文明の悪が，田舎の素朴な自然に浸入し可憐な野の花を散

らしたのである.そこに経済力の横暴さをみる.その時，猟場は月落ちて
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真の閤 Tessを守護する天使は現れなかった.彼女が素朴に信じていた

神はその時どこに行っていたというのか.

One may， indeed， admit the possibility of a retribution lurking 

in the present catastrophe. Doubtless some of Tess d'Urberville's 

mailed ancestors rollicking home from a fray had dealt the same 

measure even more ruthlessly towards peasant girls of their time. 

But though to visit the sins of the fathers upon the children 

may be a morality good enough for divinities， it is scorned by 

average human nature; 13 

ここにわれわれは，神の不在を考える作者の宗教批判と Tessの先祖の

犯した罪障にたいして，彼女があがなった因果応報の観念をみる.貞操を

うばわれた Tessは，実家にかえるみちすがら，大きな文字で， “THY， 

DAMNATION， SLUMBERETH， NOT." 14 とか， “THOU， SHAL T， 

NOT， COMMIT -" 15 と壁や踏板に書いている一人の男に出会う.一語，

一語のあとにコンマが打たれているのは，その言葉の意味を読む者の心に

痛烈に浸透さす目的を持っているのであろう.

But the words entered Tess with accusatory horror.18 

赤ペンキでぬりたくられたこれらの文字は Tessの受けた経験を罪ある

ものとし彼女を恐怖におとしいれる.けばけばしい朱色の文字に， Tess 

はおしつぶされ，殺されそうな気がした.彼女は， “Pooh-l don't be-

lieve God said such things!" 17 とつぶやく. 彼女は教会の礼拝にも心

やすまらない.教会は彼女を拒否する世界とかわり，宗教，経済の支配す

る世間が，彼女にはおそろしかった.彼女の生んだ私生児は，社会の提を

犯した罪の児とみなされた.いまの彼女にとっては，森の暗閣は恐ろしい

ものではなく，むしろ彼女に心の自由を与えた.
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Tess herself becomes unable to understand why she is con-

detrmed. She cannot understand in what sense her child， Sorrow， 

has offended against society. Yet， this bastard gif t of senseless 

Nature， must suffer through no fault of its own.18 

Tessの児が罪もないのに何故社会から非難されなければならないのか，

彼女にはわからない.その児はまだ洗礼をうけていない.未洗礼のままで

死ぬことは，地獄におちいることを意味していた.牧師を迎えることの許

されない Tessは，危篤の赤児を自らの手で洗礼し Sorrow となづけ

た.彼女のこの行為をもしも神が認めないなら，愛と許しを説くキ Fスト

教の天国論を彼女は認めることができなくなるだろう. 彼女の幼な児，

Sorrowの死.彼女の要請にもかかわらず， キリスト教徒としての埋葬を

牧師から拒否され，自殺者や悪党など，罪人を葬むる，いらくさの生いし

げる墓地に埋められた.

‘Then 1 don't like you!' she burst out， 'and I'll never come 

to your church no more!' 19 

このように，無力な悲しい状況にある彼女に，教会は理解と力とを与えな

かった.彼女は牧師に公然と反キリスト教的態度を表明した.これはまた，

閉された，一つの狭いキリスト教社会からの，彼女の離脱を意味する.失

なった貞操についても，はたして純潔がなくなったのか， どうかというこ

とについて，疑いを持った.その結果，神に救いを求められない被女は，

彼女の生活を支配しようとする運命との戦いにのりだすのである.

A struggle between man on the one hand and， on the other， 

an omnipotent and indifferent Fate-that is Hardy's interpretation 

of the human situation. Inevitably it imposes a pattern on his 

picture of the human scene.20 
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彼女は先祖にたいする崇拝のこころを持つことができず，むしろ，彼女を

不幸にした先祖の不浄な血を憎んだ.貧しい家族を救うために，乳しぼり

の女となって Talbothaysの酪農場で働くことになる.

. . . women whose chief companions are the forms and forces 

of out-door Nature retain in their souls far more of the Pagan 

fantasy of their remote forefathers than of the systematized 

religion taught their race at later date.21 

他の女たちと同じように，自然の中で，自然を友として働く Tessの魂の

中には，異教徒的要素がひそんでいた.その要素が，キリスト教社会から

見離された彼女に，再起の力を与えた.牧師を父とし僧職にあるこ人の

兄たちと異なる意見を持ち，僧織につくことを拒否し，将来の農場経営に

そなえて，実習のためにこの酪農場にきていた青年 AngelClareに彼女

は会う.聖職につくための踏み台としての大学教育を，神の名誉と栄光の

ために用いられる大学教育を，彼は軽蔑した.父と子の考えは対立し息

子は冷静な論理の世界を守ろうとする.彼は古いものをすて，新しいもの

を求め，人間性の理解者をもって任じている.その彼の名前が，たとえ父

親からつけられたものであるにせよ Angel とは皮肉なことである.彼

は形式，習慣を無視し旧家，社会的地位，富といった物質的栄誉や，現

代の都会生活の不条理を嫌悪し，資産よりも知的自由に価値を見出してい

る Tessと Angel との愛情が深くなっていくにつれて，騎士の血統を

ひいている自分の古い血に彼女は苦しむ.とりわけ，彼女が貞操を失った

ことは，愛を達成していく上で，致命的な条件失格でたると披女はかなし

む.ひとときの恋のたのしさに酔いしれたのちに味わう，彼女のたえがた

い，長い良心のくるしみ，われわれは，運命の悲劇が彼女をとらえ，徐々

に生けにえにしていくのに気付く.

Angelから求められ， Tessの肉体の中を流れる血は鳴りひびき，彼女



10 夕、ーパグィル家の血の残影

のしりごみに反抗し彼をうけ入れ，快楽の果実を摘みとり，歓喜の湖に

ひたれとすすめる.この誘惑に，彼女の良心の願いもそうながくは対抗で

きない.それ程，彼女はいつのまにかはげしく彼を愛し彼女の目には，

彼こそ彼女を愛し抱きとめてくれる地上の神 (god) に見えた波女は

過去の秘密を手紙にしたため，彼の部屋の戸の下にさし入れたが，不幸に

もそれは敷物の下にはいってしまった.運命の神の手は，幸福になりたい

と願う Tessを解放しない Angelの態度の変らないのを見て，過去の

出来事を理解されたものと思った彼女は，ついに被との結婚に応じた.そ

れは彼女の第二の悲劇の開幕である.二人が初夜をすごす家は，かつては

立派な荘園の舘の一部であり， ダーノミヴィノL家の屋敷の一つである.奇し

き因縁と言おうか， この屋敷の中で，無慈悲で，陰険な表情をした女と，

倣岸不遜の顔付をした中年女性，すなわち Tessの先祖の夫人達の絵姿

に彼女は対面する.彼女が Angel に過去の過失を物語ろうとするとき，

The a日hes. under the grate were lit by the fire vertically， like 

a torrid waste. Imagination might have beheld a Last Day 

luridness in this red-coaled glow， which fell on his face and 

hand， and on hers， peering into the loose hair且bouther brow， 

and五ringthe delicate skin underneath. A large shadow of her 

shape rose upon the wall and ceiling.22 

真赤にもえあがる石炭の光は，彼女の姿を壁にも天井にも大きく反映し

最後の審判の日の業火もかくやあらんと思わせた.炉格子の中の焔は，小

鬼のように，悪魔のように，奇妙に見えた.結婚式このかた積みかさなっ

た不吉のきざじが，二人を縛り，先祖の不浄の血のかげが Tessを破壊し

ていく.彼女の告白を聞きこんらんした Angel の分別，論理は，意外に

も彼女を許さなかった.赦しを哀願する彼女に，
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‘1 repeat， the woman 1 have been loving is not you.' 

‘But who?' 

‘Another woman in your shape.' 23 

11 

と Angelは冷たくっきはなしてしまう. これは，これまでの被女への

愛が，被の理性の働かないときに開花したものであることを示している.

新らしい論理の世界に生きょうとする彼のなかに，いまなお彼の父，兄た

ちの古い因襲的な宗教の陰影と，昔の価値判断の亡霊がひそんでいる.封

建主義的な因襲性を軽蔑していた Angelは Tessの肉体の中に流れる

旧家の血に敗北し，それは，彼自身の悲劇をひきおこすとともに，彼を支

えてきた論理そのものの狂いは Tessの悲劇に手をかすことにもなる.

神の愛ではなしに Angel の人間的な愛情のなかに，薄幸の身をなげこ

もうとした T自らその彼女を悲劇におとしいれた仕掛人1'1， Alec につ

づいて，この Angelである. 彼女の僅かな人権をじゅうりんする， 19世

紀イギリスの男性の横暴さ，身勝手さをここにみる.彼女をイギリスに残

して，ブラジルに出発した Angel，人生を頭でしか知らない彼にすてられ

て，なお彼を愛しつづける Tessの愛情の深さに，女の哀しさがまつわる.

宗教界の因襲性をきらい，進歩的，良心的に生きようとする，理想にも

えた若者 Angelも， 妻となる女性の最もふさわしい条件は，純潔，貞淑

であると披の母から言われ，牧師館の両親の前では，伎はたちまち因襲と

慣習の奴隷となり，形骸化した西欧キリスト教文明をうけいれる.そのた

めに生命をすてようとさえしている Tessの真実の姿を，彼は見失ってし

まう Tessの女友達を誘惑して，ブラジルに連れていこうとするほど，

彼の論理はこんらんし彼はつまらない男になりさがる.仕事を求めて，

苛酷な労働を要求する高地の農場に出かけていく Tessは，被女の体をも

とめようとする暴漢から逃れ，柊の林の中で横たわりながら，非情な運命

を痛突する.すべてが，彼女にとって空である，いな，空よりもっと悪い.
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AIl was， alas， worse than vanity-injustice， punishment， exac帽

tion， death.24 

不公平，処罰，強要，死が，男たちから Tessに押Lつけられている.都

会の経済的権力の象徴 Alecも，教会の倫理をけいべっして，人間的な愛

に生きょうとしたけれども，いとも簡単にその立場を放きした Angelも，

この暴漢と周じように，つまらない男たちにすぎない.下劣な男たちを恐

れ，身体を守るために，彼女は自分の頭を汚くしなければならない.柊の

落葉の中{こ眠ることほ，恐ろしいことではなかった.むしろ，自然は彼女

を安堵させた.けれども，猟師に撃たわして林の中;こ逃れてきた婚が，血を

流し衰弱し羽根を血にそめて，死んでいくのを，暁のひかりのなかに，

彼女ぼ目撃した.その堆の克，それば，身勝手な男性の狩人たちによって

寄っけられ， 社会の無法な提によって追われる清純p 素朴な Tess，まだ

致命的な血を流Lていないが，やがて出血多量のために倒れなければなら

ない.彼女の死の近いことを暗示するものでたる.

横なぐりの雨ーに全身ずぶぬれになって，高地の農場で早朝から太陽の沈

むまで 3 まるで奴隷のように働く Tess，彼女は援助を求めるために，

Angelの両親に会いに行〈圃 牧師館のベルを押したが， 誰も現われない.

さらに運命は無情にも 9 彼女を非難する Angelの二人の兄たちの会話を

もれきかせ，投女をして Aロgelの両親に会うことを断念させる. これは

設女が教会によって拒否されたことを示すものである.さらに運命の神は，

農場への帰途， '1皮女と，説教者に変身して村の人たちに辻説法をしていた

Alecとを再会させて Lまう. 実際{こ:士宮仰心のない捜をp 被女は不快に

感じ拒否する Alecは投女を求めようとする妄念にとらわれ，神をう

らぎる.授の改宗はもともと理性とは関係がなく，母を失った悲しみにも

とづいた一時的な感情によるものであった.かつて A1ecの欲望をそそっ

た Tessの美しい肉体が，彼女を不幸にしたのであったが，いま彼女のそ
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の美しさが，逆に彼をして神の世界から脱落させた.ここに，われわれは

皮肉な生生流転の相をみる.強力な財力と権力とによって Tessの先祖

が貧しい人たちに服従を強要したとおなじように，説教者 Alecから，宗

教心がない，異端者だときめつけられた Tessが，後になって彼女の肉体

を軽蔑する彼に自由にさぜざるをえなかったのは，彼女の一家の極貧であ

った.彼女を征服出来たのは，彼の経済力であった.南米大陸の奥地で病

気になった Angelは Tessにたいする彼の処遇のあやまりに気付いた.

彼は彼女を批判する立場から，擁護者に変身した.また，軽蔑していた彼

女の血統によっても，彼の感情はうごかされ，彼女への愛情がよみがえっ

た.帰英した Angelの姿を見て，彼女は歯を〈いしばり， 唇から血を流

し くやし涙にくれた.二度も自分の幸福を破壊した Alecを彼女は肉切

りナイフで殺害した.白い天井からにじみしたたり落ちる血，それは今ま

で受身で悲劇にさらされてきた Tessの勝利と，先祖の血がよみがえった

ことを示すものである.

. . he looked at her as she lay upon his shoulder， weeping with 

happiness， and wondered what obscure strain in the d'Urbervi11e 

blood had led to this aberration-if it were an aberration.25 

これは，正真正銘のダーバヴィル家の血が，ストーク・ダーバヴィル家の

偽の血にうちかった，印象的な瞬間である.たとえ，束の間の幸福であっ

ても Tessが愛する Angelに全身をゆだねる意味深いせつななのであ

る Angel ははじめて名実ともに彼女を守護する天使たらんと決心する.

空き別荘での逃亡生活，二人の部屋は愛情と許しと和合とにみちていたが，

冷酷， 無情な外界の提は，彼女を殺人者として， 追跡して〈る.逃れて

異教徒の寺院跡 (Stonehenge)にたどりついた Tessは，閣につつまれて

Angel のそばで安らかにねむり， 朝の光がさしそめ， 闇が消えさったと

き，心しずかに捕えられる.ひかれて行く二人の上に，太陽の光は無慈悲
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に徴笑んでいた.彼女が精神的安らぎを得た世界は，異教徒の世界であり，

夜の閣の世界であった.朝の光の明るさは，文明社会の提を象徴するもの

である.

E 

Winchesterで Tessの処刑が終り，

‘Justice' was done， and the President of the Immortals， in 

AEschylean phrase， had ended his sport with Tess.26 

と Hardyは，社会の身勝手な錠の前に，無力で純真な Tessが落命し

たことを描写することによって，彼女をいけにえにした社会の正義なるも

のと，神の無慈悲さとを皮肉り，いきどおる.彼女を不幸にしたものは，

社会であり，社会の文化をつくり上げていた聖書であり，また因襲的なし

きたりである Tessにとっては，短かし、悲しい人生であり，それは平和

と幸福とを求めた必死の苦しい戦いであったけれども，神は彼女をおもち

ゃにし披女にたわむれたにすぎなかった.彼女の加害者は地上的存在を

代表する Alecと，天上的存在を代表する Angelである.この点につい

て，

Angel Clare is indeed utterly ethereal ; his love is“more spiri-

tual than animal." . . . Alec d'Urbervi1le is almost a stage villain 

with his “swarthy complexion . . . full lips . . . well-groomed black 

moustache with curled points，" . . .27 

と IanWattは指摘している Angelは空理空論をふりまわす理想主

義者‘adoctrinaire idealist' 28 にすぎない Tessの告白を聞くや，た

ちまち彼女をすててしまう.そういう意味で，頭だけで恋をしている観念

的なこの Angel のような性質の人物が，果してこの世の中に存在しうる
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か，否か， ということをわれわれは考えさせられる. AI巴C と Angelは，

Tessの悲劇の具体的な加害者であるけれども p 彼女の悲劇の引金になっ

たものは，彼女がうけついだ先祖の血のうちの，不純の血なのである.

Jeannette Kingが Alecを殺した Tess の行為を‘thehereditary 

quality' 29 のせいと言っているようにp それまでの彼女は大きな抵抗で

きない運命にあやつられ，先祖の血に動かされてきた.受身の姿勢で生き

てきた Tessは，運命の神の意思の望む方向を修正することが出来なかっ

た.しかし Alec を刺殺してp はじめて， 彼女は主体性を持ち， 人間

としてよみがえった.

it is that his Tess is a living woman.30 

と，指摘されているように，逮捕されることによって，運命の神の手を離

脱した Tessは， 自分の死後の処置について Angelに妹をたくすだけ

の主体性をもっ女性に変化している.しかしその変化は彼女の生命を犠

牲にして初めて獲得されたものである.

このように Hardyの作品においては，人間のめざす意思と，運命の

神の意思とはかみあわない.そして Hardyの作品の背後にある宇宙は，

非人格的な，巨大な，一つの機構となった EgdonHeathを脱出して，

都会生活を望んだ Eustaciaの意思をくだいたのも，嵐を友とし，文明を

敵とする EgdonHeathが象徴するこの宇宙機構なのである.

Nature's complete indifference allows the good and the bad to 

perish alike. lndividual worth means nothing in a scheme which 

cares only for the perpetuation of the race.31 

と H.C. Websterが言っているようにp 残酷な運命の神が，愛し合う

人たちの上にはたらきかけ，破壊する.その愛が激しく深いものであれば

あるほど，抵抗がおこり，破壊情況から深刻な悲劇が生れる Lascelles
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Abercrombieは，

. there is no tragedy where is no resistance.32 

と述べて Hardyの悲劇作品における抵抗の重要性を認めている.もし

も Tessが Angel の両親から援助をうけ，キリスト教の世界と妥協して

いたなら，彼女の悲劇は起らなかったであろう.彼女は貧乏と孤立に直面

しながらも，社会(経済，宗教〉に抵抗する.そして，身勝手な社会の法

則にたいする彼女の頑固な抵抗をささえたものは，彼女の肉体の中にひそ

んでいた先祖の血の自覚めであろう.彼女の先祖がぎせいにした田舎の女

たちの血を，運命の神は Tessにつぐなわせようとする. Alecを殺し

彼女を悲劇の終えんにおいこんでいくのは，実は先祖の血の中にひそむ自

尊心と頑固さ，そのものにほかならない.

Tessの存在は， 自の色で象徴化されている. 彼女の美しい白い肉体，

五月踊りで身体にまとった白い舞衣 Alecに犯された夜の白いモスリン

の衣服，森の中で討たれた白い牡鹿，血のにじむ白い天井一これらの描写

は赤い血の効果をたかめるために，白い色が用いられたことは明らかであ

る. そのなかでも， Alecが Tessによって刺殺され，二階の部屋の床を

とおって，一階の白い天井ににじみ出した赤い血の描写は，最も効果的で

ある.Angelの知性，論理は，運命の神の手から Tessを救い出すことが

出来ない.むしろ，彼女をおとし入れ，海外に逃亡することによって，運

命の神に手をかした.その結果，運命の神の超人間的な力に抵抗しきれず，

彼女は自分の血を代償に， Alecの血を要求し，復讐したのである.先祖

からの遺伝をみとめた彼女は，自分がうけついだ悪い性格は除いて，良い

部分だけを持った妹を，自分の身代りとして Angelに託す. この Tess

の最後の言動は，先祖の残影を自分限りで断ち切ろうとする彼女の悲願を

示すものである Tessの妹と Angelは手をとりあって，姉の処刑の終

ったことを告げる黒い旗が塔上にかかげられるのを見まもっている.彼女
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の処刑は，披女の生命をささえてきた先祖の血が，ついにその生命を失い，

鮮血は次第に黒〈変色していくことを意味する.血は大地に流れ，吸収さ

れる.白一赤一黒， この一連の色のつながりのなかに，彼女を裁いた社会

正義の正体が，実は初期の純粋な精神を失って，変貌した文明社会の生み

だした悪の汚辱そのものであることを Hardyは読者に訴えようとして

いる.作品の副題として A pure woman fiiithfully presented と作者

は書いているが，われわれは Tessの純粋さをけがしたものが，何であ

ったかを反省しなければならない.それはキリスト教文化のっくり出した

社会がもっ汚濁であるとともに，更に有力な要因として，ダーノミヴィル家

の散岸不遜のけがれた血であることを知るであろう.心清く，美しい

Tess，先祖の罪をせおい，運命の神にもてあそばれ，年若くして散る彼女

の悲劇が， もともと，神の御心を伝えることを務めとしているはずの，牧

師トリンガムの不用意な発言によることを想うとき，われわれは，自然の

中に存在する人聞の力と，非人間的な力とのさげられない闘争をみとめざ

るをえない.
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